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	『令和８年度 TEAM広尾中学校 華々しく始動！』
	さて、おかげさまで、４月７日（火）に、第８０回入学式を無事に挙行することができました。１年生はどの生徒も希望に満ちた顔つきを見せており、新入生認証では、大きな声で元気に返事をしました。入学式では、新入生入学の言葉、在校生歓迎の言葉とも大変立派であり、新入生はこれからの期待、上級生は温かい歓迎の気持ちに溢れていました。広尾中学校の伝統が引き継がれていくことを実感した大変素晴らしい入学式となりました。今年度は先述のとおり１年生は２学級で、生徒2６名ずつに１学年所属教員が５名と手厚く指導ができる体制です。青山キャンパスは全学年が１フロアで１年生から３年生までが揃って生活しています。学年にかかわらず多くの教員の手により、個性に溢れ、校訓である「思いやり」の心を持った生徒に成長できるように支援していきます。 　入学式当日は、大変多くの新入生の保護者及び御来賓の皆様の御参列をいただいたことに、心より感謝申し上げます。  今年度は青山キャンパスに神南小学校が移転してきます。また引き続き松濤中学校と青山キャンパスで生活を共にします。保護者の皆様及び地域の皆様には昨年度に引き続き、ご協力をお願いすることが多々あることと思いますが、青山キャンパス及び「チーム広尾」を今年度もどうぞよろしくお願いします。
	５１名の新入生を迎え、２年生４６名、３年生２５名、計１２２名で、令和８年度の広尾中学校が華々しく始動しました。学級数もおかげさまで1年生・２年生とも2学級編成となり、計５学級編成でのスタートです。青山キャンパスへの移転も無事終了し、先人の築いてこられた広尾中学校の歴史と伝統を継承しつつも、「アントレプレナーシップ教育」という新たな特色に向けて、広尾中学校のアイデンティティを大切にし、尽力していきたいと思っています。数年前から転出する教員については、生徒がお別れの機会を持てるようにする趣旨で、３月中の公表となり、本校においても３月２５日の修了式後に離任式を行いました。生徒が体育館から退場する際に、転出する教職員が体育館出口に並んだところ、当時１年生の生徒が整然と並び、転出する教職員にお礼を述べたり、握手をしたりする光景が見られました。当時１年生が順序良くお別れをしてくれたおかげで、会場後片付けをしていた当時２年生も混乱することなくしっかりお別れをする時間が設けられました。当時１年生が何の指示もせずとも自分たちで整列して行動できたことは大きな成長であるという喜びを感じ、４月６日の始業式で早速２年生に進級した当時１年生に賛辞を送りました。  また、昨年に引き続き、始業式で生徒たちにとって心待ちにしている担任と学年所属教員の発表の際にも教員一人一人の紹介の際に、その都度生徒たちから大きな拍手が発生しました。これは、３年生が昨年当時２年生だった際に自然に発生したものですが、広尾中の良き伝統になりそうです。生徒たちの良さ、成長を改めて発見するとともに今年度も一期一会を大切に一年間過ごしてほしいと思っています。
	広尾中ホームページ
	https://shibuya.schoolweb.ne.jp/1320118

	　広尾中の校章は広尾の頭文字の「Ｈ」の形をし、中に見える「中」の文字は中学校を意味しています。この校章は創立間もない昭和２２年５月１０日に全校生徒からアイディアを募集し、当時１年生の橘さんの作品をもとにして作成されたそうです。 　着任にあたり、鮮明な画像を探していたのですが、どこにも見つからなかったので、元画像の解像度を上げ、生成AI等を活用しながら新しく起こし直してみました。このことが著作権に触れる行為であるかどうかも検証したうえで再生成しています。 今後、様々なところで目に触れる機会があると思います。生まれ変わった校章をどうかご贔屓にしてください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副校長　奥井　伸

